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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１周波数のセルで通信中の移動局が、第２周波数を用いる特定セルに対応する所定エ
リア内に入ったことを検出した場合に、該第１周波数のセルを管理する無線基地局に対し
て、第１指示情報を送信する工程Ａと、
　前記移動局が、前記所定エリアから外に出たことを検出した場合に、前記無線基地局に
対して、第２指示情報を送信する工程Ｂとを具備し、
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記第１指示情報或いは前記第２指示情報を送信
してから所定期間が経過していない場合には、前記所定エリア内に入ったことを検出した
場合であっても、前記第１指示情報を送信せず、
　前記工程Ｂにおいて、前記移動局は、前記第１指示情報或いは前記第２指示情報を送信
してから前記所定期間が経過していない場合には、前記所定エリアから外に出たことを検
出した場合であっても、前記第２指示情報を送信しないことを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記所定期間は、固定値であることを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　前記所定期間は、前記無線基地局によって通知された値であることを特徴とする請求項
１に記載の移動通信方法。
【請求項４】
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、更に、前記第２周波数に関する測定構成を所持し
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ていない場合に、前記無線基地局に対して、前記第１指示情報を送信することを特徴とす
る請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項５】
　前記工程Ｂにおいて、前記移動局は、更に、前記第２周波数に関する測定構成を所持し
ている場合に、前記無線基地局に対して、前記第２指示情報を送信することを特徴とする
請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項６】
　前記無線基地局が、前記第１指示情報を受信した場合に、前記移動局に対して、前記第
２周波数のセルにおける無線品質を測定するように指示する測定構成を送信する工程と、
　前記無線基地局が、前記第２指示情報を受信した場合に、前記移動局に対して、前記第
２周波数のセルにおける無線品質の測定を中止するように指示する測定構成を送信する工
程とを具備することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項７】
　第１周波数のセルで通信中に、第２周波数を用いる特定セルに対応する所定エリア内に
入ったことを検出した場合に、該第１周波数のセルを管理する無線基地局に対して、第１
指示情報を送信し、該所定エリアから外に出たことを検出した場合に、該無線基地局に対
して、第２指示情報を送信するように構成されている送信部を具備し、
　前記送信部は、前記第１指示情報或いは前記第２指示情報を送信してから所定期間が経
過していない場合には、前記所定エリア内に入ったことを検出した場合であっても、前記
第１指示情報を送信しないように構成されており、
　前記送信部は、前記第１指示情報或いは前記第２指示情報を送信してから前記所定期間
が経過していない場合には、前記所定エリアから外に出たことを検出した場合であっても
、前記第２指示情報を送信しないように構成されていることを特徴とする移動局。
【請求項８】
　前記所定期間は、固定値であることを特徴とする請求項７に記載の移動局。
【請求項９】
　前記所定期間は、前記無線基地局によって通知された値であることを特徴とする請求項
７に記載の移動局。
【請求項１０】
　前記送信部は、更に、前記第２周波数に関する測定構成を所持していない場合に、前記
無線基地局に対して、前記第１指示情報を送信するように構成されていることを特徴とす
る請求項７に記載の移動局。
【請求項１１】
　前記送信部は、更に、前記第２周波数に関する測定構成を所持している場合に、前記無
線基地局に対して、前記第２指示情報を送信するように構成されていることを特徴とする
請求項７に記載の移動局。
【請求項１２】
　前記工程Ａにおいて、前記移動局は、前記所定エリア内に入ったことを検出した場合に
、前記無線基地局に対して、前記特定セルにおいて報知される同期信号に対するスクラン
ブル処理に用いられるセル識別情報を含む前記第１指示情報を送信することを特徴とする
請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項１３】
　前記工程Ｂにおいて、前記移動局は、前記所定エリアから外に出たことを検出した場合
に、前記無線基地局に対して、前記特定セルにおいて報知される同期信号に対するスクラ
ンブル処理に用いられるセル識別情報を含む前記第２指示情報を送信することを特徴とす
る請求項１又は１２に記載の移動通信方法。
【請求項１４】
　前記送信部は、前記第１周波数のセルで通信中に、前記所定エリア内に入ったことを検
出した場合に、前記無線基地局に対して、前記特定セルにおいて報知される同期信号に対
するスクランブル処理に用いられるセル識別情報を含む前記第１指示情報を送信するよう
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に構成されていることを特徴とする請求項７に記載の移動局。
【請求項１５】
　前記送信部は、前記第１周波数のセルで通信中に、前記所定エリアから外に出たことを
検出した場合に、前記無線基地局に対して、前記特定セルにおいて報知される同期信号に
対するスクランブル処理に用いられるセル識別情報を含む前記第２指示情報を送信するよ
うに構成されていることを特徴とする請求項７又は１４に記載の移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法及び移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式の移動通信システムでは、マ
クロセルにおいて通信中の移動局ＵＥは、ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔとして管理されている
ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）セルに対応する所定エリア
に入ったことを検出した場合に、かかるマクロセルを管理する無線基地局ｅＮＢに対して
、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信し、かかる
「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を受信した無線基地
局ｅＮＢは、移動局ＵＥに対して、所定「ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ」で周波数Ｆ
２のＣＳＧセル＃１における無線品質を測定するように指示する「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ
」を送信するように構成されている。
【０００３】
　また、マクロセルにおいて通信中の移動局ＵＥは、ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔとして管理
されている所定エリアから外に出たことを検出した場合に、かかるマクロセルを管理する
無線基地局ｅＮＢに対して、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」を送信し、かかる「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ
」を受信した無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥに対して、所定「ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　ｇａｐ」における周波数Ｆ２のＣＳＧセル＃１における無線品質の測定を中止するよう
に指示する「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を送信するように構成されている。
【０００４】
　ここで、ＣＳＧセルとは、特定の移動局ＵＥのみがアクセス可能なセルを指し、移動局
ＵＥは、各セルの報知情報を確認し、報知情報に含まれるＣＳＧ　ＩＤが、移動局ＵＥが
記憶している「ａｌｌｏｗｅｄ　ＣＳＧ　ｌｉｓｔ」に含まれる場合に当該ＣＳＧに属す
ると判定し、含まれない場合に当該ＣＳＧに属さないと判定する。
【０００５】
　そして、報知情報に含まれる「ＣＳＧ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」が「ＴＲＵＥ」の場合
は、ＣＳＧに属する移動局ＵＥのみがアクセス可能となり、報知情報に含まれる「ＣＳＧ
　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」が「ＦＡＬＳＥ」の場合は、ＣＳＧに属する移動局ＵＥが優先
的にアクセス可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特願２００８-０７６９００
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述の移動通信システムでは、移動局ＵＥによる「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　
ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」や「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ
　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」の送信条件について明確に規定されていないため、移動局ＵＥ
によって「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」や「ｌｅａ
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ｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」が頻繁に送信され、無線リソー
スが浪費されてしまう可能性があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、無線リソースの浪費を防
ぎつつ、適切に「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」や「
ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信することができる
移動通信方法及び移動局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の特徴は、第１周波数のセルで通信中の移動局が、第２周波数に対応する
所定エリア内に入ったことを検出した場合に、該第１周波数のセルを管理する無線基地局
に対して、第１指示情報を送信する工程Ａと、前記無線基地局が、前記第１指示情報を受
信した場合に、前記移動局に対して、所定測定間隔で前記第２周波数のセルにおける無線
品質を測定するように指示する測定構成を送信する工程Ｂと、前記移動局が、前記所定エ
リアから外に出たことを検出した場合に、前記無線基地局に対して、第２指示情報を送信
する工程Ｃと、前記無線基地局が、前記第２指示情報を受信した場合に、前記移動局に対
して、前記測定間隔における前記第２周波数のセルにおける無線品質の測定を中止するよ
うに指示する測定構成を送信する工程Ｄとを具備し、前記工程Ａにおいて、前記移動局は
、前記第１指示情報或いは前記第２指示情報を送信してから所定期間が経過していない場
合には、前記第２周波数に対応する所定エリア内に入ったことを検出した場合であっても
、前記第１指示情報を送信せず、前記工程Ｃにおいて、前記移動局は、前記第１指示情報
或いは前記第２指示情報を送信してから前記所定期間が経過していない場合には、前記第
２周波数に対応する所定エリアから外に出たことを検出した場合であっても、前記第２指
示情報を送信しないことを要旨とする。
【００１０】
　本発明の第２の特徴は、第１周波数のセルで通信中に、第２周波数に対応する所定エリ
ア内に入ったことを検出した場合に、該第１周波数のセルを管理する無線基地局に対して
、第１指示情報を送信し、該所定エリアから外に出たことを検出した場合に、該無線基地
局に対して、第２指示情報を送信するように構成されている送信部を具備し、前記送信部
は、前記第１指示情報或いは前記第２指示情報を送信してから所定期間が経過していない
場合には、前記第２周波数に対応する所定エリア内に入ったことを検出した場合であって
も、前記第１指示情報を送信しないように構成されており、前記送信部は、前記第１指示
情報或いは前記第２指示情報を送信してから前記所定期間が経過していない場合には、前
記第２周波数に対応する所定エリアから外に出たことを検出した場合であっても、前記第
２指示情報を送信しないように構成されていることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように、本発明によれば、無線リソースの浪費を防ぎつつ、適切に「ｅｎ
ｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」や「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信することができる移動通信方法及び移動
局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動局ＵＥの機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成）
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　図１及び図２を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成につ
いて説明する。
【００１４】
　本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ方式の移動通信システムであって、かか
る移動通信システムには、図１に示すように、無線基地局ｅＮＢ＃Ａによって管理されて
いる周波数Ｆ１のセル＃Ａ、及び、無線基地局ＨｅＮＢ＃１によって管理されている周波
数Ｆ２のＣＳＧセル＃１が配置されている。ここで、ＣＳＧセル＃１は、セル＃Ａのエリ
ア内に配置されている。
【００１５】
　図２に示すように、移動局ＵＥは、管理部１１と、受信部１２と、送信部１３と、処理
部１４とを具備している。
【００１６】
　管理部１１は、移動局ＵＥがアクセス権を有するＣＳＧセルの周波数に対応する所定エ
リアを管理するように構成されている。例えば、本実施形態では、管理部１１は、移動局
ＵＥがアクセス権を有するＣＳＧセル＃１の周波数Ｆ２に対応する所定エリア＃１を管理
するように構成されている。
【００１７】
　受信部１２は、無線基地局ｅＮＢによって送信された信号、例えば、「ＭｅａｓＣｏｎ
ｆｉｇ（測定構成）」を受信するように構成されている。
【００１８】
　送信部１３は、無線基地局ｅＮＢに対して信号を送信するように構成されている。
【００１９】
　例えば、送信部１３は、周波数Ｆ１のセル＃Ａで通信中に、所定エリア＃１内に入った
ことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘ
ｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（第１指示情報）」を送信するように構成されている
。
【００２０】
　ただし、送信部１３は、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信し
てから所定期間が経過していない場合、すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ
（所定タイマ）」が満了していない場合には、所定エリア＃１内に入ったことを検出した
場合であっても、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を
送信しないように構成されている。
【００２１】
　ここで、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」は、送信部１３によって「ｅｎｔｅｒ
ｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏ
ｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」が送信された場合に起動されるタイマである。
【００２２】
　また、送信部１３は、周波数Ｆ１のセル＃Ａで通信中に、所定エリア＃１から外に出た
ことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉ
ｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（第２指示情報）」を送信するように構成されている。
【００２３】
　ただし、送信部１３は、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信し
てから所定期間が経過していない場合、すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ
」が満了していない場合には、所定エリア＃１から外に出たことを検出した場合であって
も、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないよう
に構成されている。
【００２４】
　ここで、所定エリア＃１は、上述のＣＳＧセル＃１よりも大きいエリアであってもよい



(6) JP 4695213 B1 2011.6.8

10

20

30

40

50

し、上述のＣＳＧセル＃１と一致していてもよい。
【００２５】
　所定エリア＃１（ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔ）は、移動局ＵＥが上述のＣＳＧセル＃１が
存在する「周辺環境」に関して記憶している情報であって、例えば、周辺に存在するマク
ロセルのＩＤやマクロセルからの信号受信レベルやＧＰＳ情報等に基づく情報であってよ
いし、或いは、位置登録エリアＩＤやＰＬＭＮ　ＩＤ等であってもよく、どのような情報
を使うかは、実装依存であってよい。
【００２６】
　処理部１４は、無線基地局ｅＮＢ＃Ａから、所定「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ（
測定間隔）」を含む「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ（測定構成）」を受信した場合、かかる所定
「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ」において、周波数Ｆ２においてセルサーチし、ＣＳ
Ｇセル＃１を検出した場合、その無線品質を測定するように構成されている。
【００２７】
　なお、処理部１４は、無線基地局ｅＮＢ＃Ａから、所定「ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇ
ａｐ」における周波数Ｆ２のＣＳＧセル＃１における無線品質の測定を中止するように指
示する「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を受信した場合には、かかるセルサーチ及び無線品質の
測定を中止するように構成されている。
【００２８】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作）
　図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作について説明
する。
【００２９】
　図３に示すように、ステップＳ１０１において、無線アクセスネットワークＥ-ＵＴＲ
ＡＮ、すなわち、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、個別シグナリングによって、「ｅｎｔｅｒｉ
ｎｇ/ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」の送信を許可する
。
【００３０】
　また、ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、ＳＩ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を受信すべきＰＣＩ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ　Ｉｄｅｎｔ
ｉｔｙ）の範囲を通知する。
【００３１】
　ステップＳ１０２において、移動局ＵＥは、ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔとして管理されて
いるＣＳＧセルに対応する所定エリア（ＣＳＧセル）に入ったこと、或いは、かかる所定
エリアから外に出たことを検出する。ここで、かかるＣＳＧセルの周波数Ｆ２は、非サー
ビング周波数であることとする。
【００３２】
　ステップＳ１０３において、移動局ＵＥは、かかる周波数Ｆ２についての「ＭｅａｓＣ
ｏｎｆｉｇ」を管理しているか否かについて判定する。
【００３３】
　「ＹＥＳ」の場合、本動作は、ステップＳ１０７に進み、「ＮＯ」の場合、本動作は、
ステップＳ１０４に進む。
【００３４】
　ステップＳ１０４において、移動局ＵＥは、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」が
起動中であるか否かについて判定する。
【００３５】
　「ＹＥＳ」の場合、本動作は、ステップＳ１０２の戻り、「ＮＯ」の場合、本動作は、
ステップＳ１０５に進む。
【００３６】
　ステップＳ１０５において、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｅｎｔ
ｅｒｉｎｇ/ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信する
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。
【００３７】
　このとき、移動局ＵＥは、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ/ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ
　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」に、かかるＣＳＧセル＃１の周波数Ｆ２を含めて送信する。ま
た、移動局ＵＥは、かかるＣＳＧセル＃１の無線アクセス方式（ＲＡＴ）を含めて送信し
てもよい。
【００３８】
　ステップＳ１０６において、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、移動局ＵＥに対して、かかる周
波数Ｆ２についての「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を送信する。
【００３９】
　ステップＳ１０７において、移動局ＵＥは、受信した周波数Ｆ２についての「Ｍｅａｓ
Ｃｏｎｆｉｇ」に含まれている「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ」において、周波数Ｆ
２のＣＳＧセル＃１における無線品質を測定し、ＣＳＧセル＃１についてのセルサーチ（
ｃｅｌｌ　ｓｅａｒｃｈ）処理や測定（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）処理やＳＩ受信（ＳＩ
　ｒｅａｄｉｎｇ）処理等を行う。
【００４０】
　ステップＳ１０８において、移動局ＵＥは、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ
（測定報告）」の送信条件（例えば、Ｅｖｅｎｔ　Ａ３）が満たされた際に、ＳＩの受信
に成功しているか否かについて判定する。
【００４１】
　「ＹＥＳ」の場合、本動作は、ステップＳ１１２に進み、「ＮＯ」の場合、本動作は、
ステップＳ１０９に進む。
【００４２】
　ステップＳ１０９において、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、移動局Ｕ
ＥがＣＳＧセル＃１に対するアクセス権を有しているか否かについて示す「ｌｉｋｅｌｙ
/ｕｎｌｉｋｅｌｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐ
ｏｒｔ」を送信する。
【００４３】
　移動局ＵＥは、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」にて報告されるＰＣＩに対
応するセルが、当該移動局ＵＥが属するＣＳＧのセルであると推測される場合は「ｌｉｋ
ｅｌｙ」と報告し、当該移動局ＵＥが属さないＣＳＧのセルであると推測される場合は「
ｕｎｌｉｋｅｌｙ」と報告する。
【００４４】
　移動局ＵＥは、「ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔ」情報として、ＣＳＧセルのＰＣＩ情報も併
せて記憶し、これに基づき「ｌｉｋｅｌｙ/ｕｎｌｉｋｅｌｙ」の推測を行ってよい。
【００４５】
　ステップＳ１１０において、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、移動局ＵＥに対して、ＳＩの受
信処理を行うための構成を通知する。
【００４６】
　ステップＳ１１１において、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃Ａから通知された「ｇ
ａｐ」に基づいて、ＳＩの受信処理を行う。
【００４７】
　ステップＳ１１２において、移動局ＵＥは、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、ＣＳＧセ
ル＃１についてのＣＧＩ（Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）やＴＡＩ（Ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）や「Ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ　ａｃｃｅｓ
ｓ　ｃｈｅｃｋ」の結果を示す「ｍｅｍｂｅｒ/ｎｏｎ-ｍｅｍｂｅｒ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を送信する。
【００４８】
　移動局ＵＥは、受信した報知情報ＳＩに含まれるＣＳＧ　ＩＤから、当該セルのＣＳＧ
に属するか否かを判定し、当該セルのＣＳＧに属する場合は「ｍｅｍｂｅｒ」と報告し、
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当該セルのＣＳＧに属さない場合は「ｎｏｎ-ｍｅｍｂｅｒ」と報告する。
【００４９】
　ステップＳ１１３において、無線アクセスネットワークＥ-ＵＴＲＡＮは、かかる「Ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に基づいて、移動局ＵＥのハンドオーバ処理を行
うべきか否かについて判定する。
【００５０】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥは、「ｅｎｔｅ
ｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してから所定期間が経過していない場合
、すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」が満了していない場合には、所定エ
リア＃１内に入ったことを検出した場合であっても、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍ
ｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信せず、所定エリア＃１から外に出たことを検出し
た場合であっても、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を
送信しないように構成されているため、移動局ＵＥによって「ｅｎｔｅｒｉｎｇ/ｌｅａ
ｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」が頻繁に送信され、無線リソー
スが浪費されてしまうという問題点を解決することができる。
【００５１】
　また、無線基地局ｅＮＢは、受信した「ｅｎｔｅｒｉｎｇ/ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘ
ｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」に応じて測定制御「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を行う
ため、頻繁な測定制御を避けることができる。
【００５２】
　（変更例１）
　以下、本変更例１に係る移動通信システムについて、上述の第１の実施形態に係る移動
通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００５３】
　本変更例１に係る移動通信システムでは、移動局ＵＥの送信部１３は、第１周波数Ｆ１
のセル＃Ａで通信中に、所定エリア＃１内に入ったことを検出した場合に、無線基地局ｅ
ＮＢ＃Ａに対して、ＣＳＧセル＃１のＰＣＩを含む「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉ
ｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
【００５４】
　ただし、送信部１３は、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信し
てから所定期間が経過していない場合、すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ
（所定タイマ）」が満了していない場合には、同一ＲＡＴ及び周波数に係る「ｅｎｔｅｒ
ｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないように構成されてい
てもよい。
【００５５】
　また、移動局ＵＥの送信部１３は、第１周波数Ｆ１のセル＃Ａで通信中に、所定エリア
＃１から外に出たことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、ＣＳＧセル＃
１のＰＣＩを含む「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送
信するように構成されていてもよい。
【００５６】
　ただし、送信部１３は、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信し
てから所定期間が経過していない場合、すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ
（所定タイマ）」が満了していない場合には、同一ＲＡＴ及び周波数に係る「ｌｅａｖｉ
ｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないように構成されていて
もよい。　本変更例１に係る移動通信システムによれば、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮ
Ｂ＃１に対して、アクセス権を有するＣＳＧセル＃１のＰＣＩを含む「ｅｎｔｅｒｉｎｇ
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　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」及び「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉ
ｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されているため、無線基地局ｅＮＢ
＃Ａが、移動局ＵＥがアクセス権を有していないＣＳＧセルについての「ＳＩ　ｒｅｐｏ
ｒｔｉｎｇ」の送信を要求する「ＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ要求」を送信することを回避
することができる。
【００５７】
　ＬＴＥ方式の移動通信システムにおいて、ＣＳＧセルへのＩｎｂｏｕｎｄハンドオーバ
手順では、移動局ＵＥが、ハンドオーバ先セル（Ｔａｒｇｅｔ　Ｃｅｌｌ）において送信
されている報知情報を受信し、通信中の無線基地局Ｓ-ｅＮＢに対して、ハンドオーバ先
セルの「ＣＧＩ」や、ハンドオーバ先セルの「ＴＡＩ」や、ハンドオーバ先セルによって
報知されている「ＣＳＧ　ＩＤ」に属するか否かについて示す「ｍｅｍｂｅｒ/ｎｏｎ-ｍ
ｅｍｂｅｒ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されている。
【００５８】
　かかる動作を、「ＳＩ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）　ｒｅｐｏｒｔｉｎ
ｇ」と呼び、無線基地局ｅＮＢ＃Ａが移動局ＵＥに対して「ＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ」
を行うことを要求する信号を「ＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ要求」と呼ぶ。
【００５９】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００６０】
　本実施形態の第１の特徴は、移動通信方法であって、周波数Ｆ１（第１周波数）のセル
＃Ａで通信中の移動局ＵＥが、周波数Ｆ２（第２周波数）を用いるＣＳＧセル＃１（特定
セル）に対応する所定エリア＃１内に入ったことを検出した場合に、周波数Ｆ１のセル＃
Ａを管理する無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ
　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（第１指示情報）」を送信する工程Ａと、無線基地局ｅＮＢ＃Ａ
が、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を受信した場合
に、移動局ＵＥに対して、所定「ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ（所定測定間隔）」で
周波数Ｆ２のＣＳＧセル＃１における無線品質を測定するように指示する「ＭｅａｓＣｏ
ｎｆｉｇ（測定構成）」を送信する工程Ｂと、移動局ＵＥが、所定エリア＃１から外に出
たことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘ
ｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（第２指示情報）」を送信する工程Ｃと、無線基地局
ｅＮＢ＃Ａが、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を受信
した場合に、移動局ＵＥに対して、所定「ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ」における周
波数Ｆ２のＣＳＧセル＃１における無線品質の測定を中止するように指示する「Ｍｅａｓ
Ｃｏｎｆｉｇ」を送信する工程Ｄとを具備し、工程Ａにおいて、移動局ＵＥは、「ｅｎｔ
ｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐ
ｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してから所定期間が経過していない場
合（すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」が満了していない場合）には、所
定エリア＃１内に入ったことを検出した場合であっても、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘ
ｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信せず、工程Ｃにおいて、移動局ＵＥは、「ｅ
ｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ
　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してから所定期間が経過していな
い場合（すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」が満了していない場合）には
、所定エリア＃１から外に出たことを検出した場合であっても、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないことを要旨とする。
【００６１】
　本実施形態の第１の特徴において、上述の所定期間は、固定値であってもよいし、無線
基地局ｅＮＢ＃Ａによって報知情報又は個別シグナリングを介して通知された値であって
もよい。
【００６２】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、移動局ＵＥは、更に、周波数Ｆ２
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に関する「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を所持していない場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対
して、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しても
よい。
【００６３】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｃにおいて、移動局ＵＥは、更に、周波数Ｆ２
に関する「ＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を所持している場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対し
て、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してもよい
。
【００６４】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、移動局ＵＥは、所定エリア＃１内
に入ったことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、ＣＳＧセル＃１におい
て報知されるＰｒｉｍａｒｙ-ＳＣＨ信号及びＳｅｃｏｎｄａｒｙ-ＳＣＨ信号（同期信号
）に対するスクランブル処理に用いられるＰＣＩ（セル識別情報）を含む「ｅｎｔｅｒｉ
ｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してもよい。
【００６５】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｃにおいて、移動局ＵＥは、所定エリア＃１か
ら外に出たことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、ＣＳＧセル＃１のＰ
ＣＩを含む「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信して
もよい。
【００６６】
　本実施形態の第２の特徴は、移動局ＵＥであって、周波数Ｆ１のセル＃Ａで通信中に、
所定エリア＃１内に入ったことを検出した場合に、周波数Ｆ１のセル＃Ａを管理する無線
基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ」を送信し、所定エリア＃１から外に出たことを検出した場合に、無線基地局ｅＮ
Ｂ＃Ａに対して、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送
信するように構成されている送信部１３を具備し、送信部１３は、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　
ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉ
ｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してから所定期間が経過していない場合（すなわち
、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」が満了していない場合）には、所定エリア＃１
内に入ったことを検出した場合であっても、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　
ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないように構成されており、送信部１３は、「ｅｎｔｅ
ｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してから所定期間が経過していない場合
（すなわち、「Ｐｒｏｈｉｂｉｔｅｄ　Ｔｉｍｅｒ」が満了していない場合）には、所定
エリア＃１から外に出たことを検出した場合であっても、「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉ
ｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないように構成されていることを要旨とする
。
【００６７】
　本実施形態の第２の特徴において、上述の所定期間は、固定値であってもよいし、無線
基地局ｅＮＢ＃Ａによって報知情報又は個別シグナリングを介して通知された値であって
もよい。
【００６８】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１３は、更に、周波数Ｆ２に関する「Ｍｅａ
ｓＣｏｎｆｉｇ」を所持していない場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｅｎｔｅ
ｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されてい
てもよい。
【００６９】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１３は、更に、周波数Ｆ２に関する「Ｍｅａ
ｓＣｏｎｆｉｇ」を所持している場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ｌｅａｖｉ
ｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていても
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よい。
【００７０】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１３は、第１周波数Ｆ１のセル＃Ａで通信中
に、所定エリア＃１内に入ったことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、
ＣＳＧセル＃１のＰＣＩを含む「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
【００７１】
　本実施形態の第２の特徴において、送信部１３は、第１周波数Ｆ１のセル＃Ａで通信中
に、所定エリア＃１から外に出たことを検出した場合に、無線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して
、ＣＳＧセル＃１のＰＣＩを含む「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
【００７２】
　なお、上述の無線基地局ｅＮＢ/ＨｅＮＢや移動局ＵＥの動作は、ハードウェアによっ
て実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって
実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００７３】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００７４】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、無線基地局ｅＮＢ/ＨｅＮＢや移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。ま
た、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして無線基地局
ｅＮＢ/ＨｅＮＢや移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
【００７５】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
従って、本明細書の記載は、例示説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限
的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００７６】
ｅＮＢ、ＨｅＮＢ…無線基地局
ＵＥ…移動局
１１…管理部
１２…受信部
１３…送信部
１４…処理部
【要約】
【課題】無線リソースの浪費を防ぎつつ、適切に「ｅｎｔｅｒｉｎｇ/ｌｅａｖｉｎｇ　
ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信する。
【解決手段】本発明に係る移動局ＵＥは、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ」或いは「ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉ
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ｏｎ」を送信してから所定期間が経過していない場合には、所定エリア＃１内に入ったこ
とを検出した場合であっても、「ｅｎｔｅｒｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ」を送信せず、所定エリア＃１から外に出たことを検出した場合であっても、「
ｌｅａｖｉｎｇ　ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信しないように構成
されている。
【選択図】図３

【図１】

【図２】

【図３】
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